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２
０
０
６

（
平
成
18
）
年

に
「
子
ど
も
の

幸
せ
を
育
む
た

め
の
学
び
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
高

松
大
学
発
達
科
学
部
子
ど
も
発
達

学
科
は
誕
生
し
ま
し
た
。

　

以
来
、
発
達
科
学
部
は
保
育
や

教
育
の
分
野
を
は
じ
め
、
広
く
子

育
て
支
援
に
資
す
る
人
材
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
学

生
た
ち
は
、
児
童
教
育
コ
ー
ス
、

幼
児
教
育
コ
ー
ス
、
特
別
支
援
教

育
コ
ー
ス
の
３
つ
の
教
育
課
程
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、

日
々
、
学
び
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
日
で
は
、
香
川
県

を
は
じ
め
と
す
る
教
員
採
用
試
験

に
お
い
て
80
％
以
上
の
合
格
率
を

達
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
松

市
の
保
育
教
育
士
の
採
用
試
験
全

合
格
者
の
う
ち
、
２
０
２
０
年
度

に
は
４
人
に
１
人
、
２
０
２
３
年

度
に
は
３
人
に
１
人
が
発
達
科
学

部
生
か
ら
の
合
格
者
と
な
り
ま
し

た
。
加
え
て
、
特
別
支
援
学
校
や

私
立
の
保
育
・
幼
児
施
設
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
福
祉
施
設

や
企
業
な
ど
に
も
多
く
の
人
材
を

輩
出
し
、
地
域
に
お
け
る
主
要
な

人
材
養
成
機
関
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
日
、
少
子
化
が

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
一
方
で
、
子
ど
も
ビ

ジ
ネ
ス
の
市
場
規
模
は
10
兆
円
を

超
え
、
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ

る
領
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
お
も
ち
ゃ
や
子

ど
も
服
、
ゲ
ー
ム
・
映
像
・
音
楽

コ
ン
テ
ン
ツ
、
そ
し
て
子
育
て
支

援
に
か
か
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
な
ど
市
場
の
範
囲
が
広
く
、
ま

た
、
直
接
に
子
ど
も
向
け
商
品
を

扱
っ
て
は
い
な
い
企
業
に
お
い
て

も
、
家
庭
に
商
品
を
提
供
す
る
に

当
た
っ
て
子
ど
も
の
存
在
を
意
識

し
た
商
品
開
発
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
卒
業
生
の
約

３
割
が
一
般
企
業
や
福
祉
施
設
、

子
育
て
関
連
団
体
等
に
就
職
し
て

い
る
発
達
科
学
部
で
は
、
子
ど
も

に
関
す
る
知
識
技
能
に
加
え
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
関
す
る
知
識
技
能
の
育

成
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
教
育

内
容
等
を
検
討
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
発
達
科
学
部
の
教
育

研
究
の
成
果
と
企
業
等
で
活
躍
す

る
人
材
の
育
成
に
大
き
な
実
績
を

あ
げ
て
い
る
高
松
大
学
経
営
学
部

の
教
育
研
究
の
成
果
を
融
合
さ
せ

た
コ
ー
ス
を
開
設
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

発
達
科
学
部
子
ど
も
発
達
学
科

子
ど
も
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
は
、
２

０
２
５
（
令
和
７
）
年
４
月
に
誕

生
し
ま
す
。
高
松
大
学
発
達
科
学

部
の
今
後
の
発
展
に
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

　

令
和
６
年
度
の
大
学
・
大
学
院
・

短
期
大
学
の
学
位
記
授
与
式
が
、

３
月
19
日
、
レ
ク
ザ
ム
ホ
ー
ル

（
香
川
県
県
民
ホ
ー
ル
）
で
行
わ

れ
、
大
学
・
大
学
院
・
短
期
大
学

２
３
４
名
が
学
び
舎
を
巣
立
つ
。

　

今
年
度
も
就
職
状
況
は
好
調
で
、

香
川
県
等
の
公
立
小
学
校
・
特
別

支
援
学
校
に
大
学
発
達
科
学
部
か

ら
現
役
・
既
卒
を
併
せ
て
18
名
が

合
格
し
た
。
ま
た
、
公
立
幼
稚

園
・
保
育
所
に
も
大
学
発
達
科
学

部
、
短
期
大
学
保
育
学
科
か
ら
多

数
合
格
し
て
お
り
、
大
学
経
営
学

部
、
短
期
大
学
秘
書
科
か
ら
の
企

業
等
へ
の
就
職
も
併
せ
、
４
月
か

ら
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。

学
位
記
授
与
式

今、注目の子ども関連ビジネスで

子どもや家族に笑顔を
届ける仕事をしませんか！

子どもビジネス
コース

〒761-0194　香川県高松市春日町960番地

TEL.087-841-3255　FAX.087-841-3064
https://www.takamatsu-u.ac.jp/

　このコースでは、子ども関連ビジネス（玩具・遊具メーカー、児童書出版社、
テーマパーク、子ども服メーカーなど）で活躍する人材の育成をめざします。
　発達科学部の特色ある教育活動や経営学部の関連科目を履修し、子ども向け
の商品・サービスを新たに創り出す力やビジネス現場で必要な知識・スキルを身
につけることができます。

発達科学部 子ども発達学科 経営学部 経営学科

発達科学部 子ども発達学科

発達科学部 子ども発達学科 児童教育コース 幼児教育コース 特別支援教育コース 子どもビジネスコース

子育て支援 ビジネス

子ども理解

おもちゃ、絵本、ゲームが好き

企業で子どもと関わる
仕事がしたい

子どもが好き

挑戦したい資格や検定
●子ども音楽療育士資格
●認定絵本士資格（申請中）
●販売士検定　●上級情報処理士資格
●ITパスポート試験　●簿記検定

など

2025年4月
　　新コース誕生！

ベビー用品会社
アパレルメーカー

玩具・遊具メーカー
児童書出版社

幼児教室
学習塾
体育指導関連会社

テーマパーク
アミューズメント施設
子育て支援団体

めざす進路

など

� 2025．３高松大学　高松大学大学院　高松短期大学　認定こども園高松東幼稚園

２
０
２
５
年
春　
発
達
科
学
部
に

２
０
２
５
年
春　
発
達
科
学
部
に

��

子
ど
も
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
を
開
設

子
ど
も
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
を
開
設



令和７年３月15日� （2）四国高松学園だより 第140号

学長表彰
　本学では、学術・文化・スポーツなどで顕著な成果を挙げた学生を対象に「学長表彰」の授与を行っています。
　令和６年度後期（令和７年２月末現在）の表彰は以下のとおりです。

クラブ・個人名 適　　　　　用 表　彰　日

ハンドボール部 ［スポーツ部門］第76回日本ハンドボール選手権大会四国ブロック予選　優勝 令和６年10月24日

サッカー部 ［スポーツ部門］四国大学サッカーリーグ（兼　全日本大学サッカー選手権大会四国地区予選）　準優勝 令和６年12月13日

植松　なのは（秘２）［学術部門］秘書科優秀学生（資格取得・学業成績・人物等において秘書科推薦基準を満たす者） 令和７年２月20日

　

春
日
川
の
水
ぬ
る
み
、
屋
島
山
嶺
の
木
々
に
も
春
の
芽
吹
き
が
彩
を
添
え

る
今
日
の
佳
き
日
に
、
ご
来
賓
ご
家
族
ま
た
関
係
各
位
の
ご
臨
席
を
得
て
、

本
学
令
和
６
年
度
学
位
記
授
与
式
を
挙
行
で
き
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
慶
び
に

堪
え
ま
せ
ん
。
本
学
教
職
員
を
代
表
し
て
厚
く
祝
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。

　

た
だ
今
、
大
学
１
５
８
名
、
大
学
院
２
名
、
短
期
大
学
７
４
名
、
計
２
３

４
名
の
皆
様
が
、
め
で
た
く
学
位
記
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の

歴
史
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
田
園
都
市
高
松
に
立
地
す
る
本
学
に
集
い
、
学
部
・

学
科
に
よ
り
期
間
の
長
短
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
学
問
や
研
究
に
励

ま
れ
、
初
志
を
貫
徹
さ
れ
た
証
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
、
こ
れ
ま
で
の
皆
様

の
努
力
に
対
し
て
敬
意
を
表
し
、
心
か
ら
お
め
で
と
う
と
お
祝
い
の
詞
を
述

べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
県
外
や
国
外
か
ら
遊
学
さ
れ
た
皆
様
に
は
、

格
別
の
ご
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
は
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」
の
初
め
て
の
発
表
、

昨
年
１
月
１
日
午
後
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
興
を
め
ざ
す
被

災
地
で
起
こ
っ
た
記
録
的
大
雨
な
ど
の
自

然
災
害
、
相
次
ぐ
闇
バ
イ
ト
強
盗
な
ど
、

様
々
な
意
味
で
悲
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。

　

一
方
、「
佐
渡
島
の
金
山
」
が
世
界
文

化
遺
産
に
、「
伝
統
的
酒
造
り
」
が
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
、
米
大
リ
ー
グ
・
ド

ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
翔
平
選
手
が
メ
ジ
ャ
ー

史
上
初
の
「
50
本
塁
打
、
50
盗
塁
」
を
達
成
す
る
な
ど
、
大
変
明
る
い
話
題

も
あ
り
ま
し
た
。
第
33
回
夏
季
五
輪
パ
リ
大
会
で
は
金
メ
ダ
ル
20
個
、
銀
メ

ダ
ル
12
個
、
銅
メ
ダ
ル
13
個
を
獲
得
し
、
金
及
び
総
数
と
も
に
海
外
の
夏
季

五
輪
で
は
過
去
最
多
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
レ
ス
リ
ン
グ
男
子
グ
レ
コ

ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
の
77
キ
ロ
級
で
、
日
下
尚
選
手
が
香
川
県
出
身
の
選
手

と
し
て
は
初
め
て
個
人
種
目
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
先
日
、
ア
ー
ト
県
香
川
に
ふ
さ
わ
し
い
素
晴
ら
し

い
デ
ザ
イ
ン
の
県
立
ア
リ
ー
ナ
が
サ
ン
ポ
ー
ト
に
完
成
し
、
香
川
の
ス
ポ
ー

ツ
や
イ
ベ
ン
ト
の
活
性
化
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
老
朽
化
で
新
し
い
ア
リ
ー
ナ
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
「
船
の

体
育
館
」
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
１
９
６
４
年
に
、
世
界

的
な
建
築
家
丹
下
健
三
の
設
計
に
よ
っ
て
創
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
丹
下
氏
が

１
９
５
８
年
に
設
計
さ
れ
た
香
川
県
庁
舎
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
指
定
の
理
由
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
意
匠
を
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
で
巧
み
に
表
現
し
て
い
る
点
や
１
階
の
ピ
ロ
テ
ィ
や
ロ
ビ
ー
を
県

民
に
開
か
れ
た
空
間
と
す
る
手
法
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
猪
熊
弦
一
郎

氏
を
は
じ
め
と
す
る
著
名
な
芸
術
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
が
携
わ
っ
た
こ
と

も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
も
山
本
忠
司
氏
の
「
瀬
戸
内
歴
史
民

俗
資
料
館
」、
谷
口
吉
生
氏
の
「
丸
亀
市
猪
熊
弦
一
郎
現
代
美
術
館
」、
安
藤

忠
雄
氏
の
「
地
中
美
術
館
」
な
ど
、
日
本
を
代
表
す
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
が

多
数
集
っ
て
い
る
の
が
香
川
県
で
す
。
こ
の
様
な
香
川
県
の
礎
を
創
っ
た
方

が
、
１
９
５
０
年
か
ら
１
９
７
４
年
ま
で
香
川
県
知
事
を
務
め
、
戦
後
香
川

の
復
興
に
尽
力
し
た
金
子
正
則
氏
で
す
。
金
子
氏
は
田
園
都
市
構
想
を
掲
げ
、

街
の
整
備
、
産
業
、
農
業
、
青
年
育
成
な
ど
に
力
を
入
れ
た
ほ
か
、
香
川
用

水
や
瀬
戸
大
橋
の
開
通
準
備
や
日
米
親
善
に
努
め
る
な
ど
幅
広
い
県
政
を
推

進
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
建
築
や
デ
ザ
イ
ン
へ
の
造
詣
が
深
く
、
戦
禍
に
見

舞
わ
れ
た
高
松
市
の
中
心
地
に
新
し
い
県
庁
舎
や
文
化
会
館
な
ど
の
名
建
築

を
完
成
さ
せ
、
芸
術
や
デ
ザ
イ
ン
振
興
に
も
努
め
た
こ
と
か
ら
「
デ
ザ
イ
ン

知
事
」
と
呼
ば
れ
、
県
内
の
文
化
芸
術
分
野
に
お
い
て
も
多
大
な
功
績
を
残

し
ま
し
た
。
金
子
氏
は
、
１
９
５
４
年
に
約
３
か
月
か
け
て
北
南
米
を
視
察

し
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
最
先
端
に
触
れ
な
が
ら
民
主
主
義
の
街

づ
く
り
を
学
び
、
空
襲
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
高
松
の
街
に
民

主
主
義
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
建
物
を
創
る
こ
と
を
め
ざ
し

た
の
で
す
。「
観
光
県
香
川
の
象
徴
と
な
る
県
庁
舎
を
建
て
た

い
！
」
と
の
声
が
丹
下
氏
に
届
き
、
実
現
し
た
の
で
し
た
。
金

子
氏
は
、「
日
本
的
な
る
も
の
」、
そ
し
て
「
人
の
心
を
豊
か
に

す
る
た
め
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
深
く
香
川
県
民
と
関

わ
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

今
日
の
記
念
す
べ
き
日
に
改
め
て
戦
後
の
香
川
の
復
興
に
努
め
ら
れ
た
金

子
正
則
氏
の
足
跡
に
触
れ
た
の
は
、
皆
様
に
、
物
事
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に

し
っ
か
り
し
た
信
念
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
自
由
な
発
想
を
持
ち
、
社
会
で

活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

さ
て
、
卒
業
後
、
公
務
員
・
銀
行
・
一
般
企
業
な
ど
に
進
ま
れ
る
経
営
学
部
・

秘
書
科
の
皆
様
、
ま
た
、
小
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
・
子
ど
も
関
連
施
設
・

企
業
な
ど
に
進
ま
れ
る
発
達
科
学
部
・
保
育
学
科
の
皆
様
、
そ
れ
ぞ
れ
進
む

道
は
異
な
り
、
直
面
す
る
課
題
も
多
様
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
皆
様
が
本
学
で
学
ん
だ
、
対
話
を
重
ん
じ
、
理
論
と
実
践
の
接

点
を
開
拓
す
る
と
い
う
精
神
を
忘
れ
ず
、
進
取
の
気
概
を
持
っ
て
、
自
ら
が

属
し
て
い
る
職
場
や
地
域
社
会
の
中
で
人
と
の
絆
を
大
切
に
し
、
日
々
に
起

こ
る
小
さ
な
こ
と
を
疎
か
に
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
役
割
を
果
た
し
、
愛

さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
存
在
と
な
り
ま
す
よ
う
期
待
し
て
、
餞
の
告
辞
と
い
た

し
ま
す
。

高
松
大
学
長

高
松
短
期
大
学
長　

佃
　
昌
道

令
和
６
年
度
学
位
記
授
与
式 

学
長
告
辞



令和７年３月15日� （3）四国高松学園だより 第140号

発
達
科
学
部　

佐
々
木　

啓
祐

●
自
己
紹
介

　

中
学
校
教
員

を
定
年
退
職
し
、

高
松
市
教
育
委

員
会
の
研
修
指

導
員
を
経
て
、

高
松
大
学
５
年

目
を
終
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
兼

職
で
通
信
制
高
校
の
非
常
勤
講
師

を
し
た
り
、
県
教
育
委
員
会
か
ら

ア
ー
ト
の
先
生
を
委
嘱
さ
れ
、
幼

児
の
造
形
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た

り
し
ま
し
た
。

●
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
特
徴

　
「
面
白
い
か
ら
自
主
性
が
育
つ
！

～
子
ど
も
た
ち
が
夢
中
に
な
っ
て

取
り
組
む
造
形
活
動
～
」
が
合
言

葉
で
す
。
皆
で
楽
し
く
造
形
教
材

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
ゼ
ミ
生
へ
一
言

　

幼
児
へ
の
指
導
に
際
し
て
、
色

彩
感
覚
や
構
成
感
覚
は
必
要
で
す

が
、
絵
が
う
ま
い
！
な
ん
て
、
ほ

と
ん
ど
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
求
め

ら
れ
る
資
質
は
造
形
活
動
を
楽
し

ん
で
行
う
こ
と
で
す
。

●
二
十
歳
の
時
の
自
分

　

同
じ
大
学
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
現
在
の
妻
と

交
際
１
年
目
で
し
た
。
今
年
で
49

年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

■
経
営
学
部
で
「
大
学
生
の�

�
�

た
め
の
租
税
講
座
」
を
開
催

　

12
月
18
日
、「
基
礎
演
習
Ⅱ
」

（
経
営
学
部
１
年
生
科
目
）
に
お

い
て
、
高
松
税
務
署
の
小
北
副
署

長
に
よ
る
「
大
学
生
の
た
め
の
租

税
講
座
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

税
金
の
意
義
や
し
く
み
、
財
政

と
税
制
の
現
状
等
に
関
す
る
講
義

と
と
も
に
、
国
税
職
員
の
業
務
内

容
や
脱
税
摘
発
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴

し
た
。
さ
ら
に
ス
マ
ホ
を
利
用
し

た
確
定
申
告
の
疑
似
体
験
も
行
っ

た
。
国
会
で
は
、
１
０
３
万
円
の

壁
や
ガ
ソ
リ
ン
減
税
が
議
論
さ
れ

て
い
た
時
期
で
あ
り
、
ま
た
年
明

け
２
月
か
ら
は
確
定
申
告
も
始
ま

る
こ
と
か
ら
、
本
講
座
は
時
宜
に

か
な
っ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

学
生
か
ら
は
「
小
学
生
の
こ
ろ
、

税
金
は
人
々
が
安
全
で
豊
か
な
生

活
を
送
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る

と
学
ん
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
納
税

者
と
し
て
税
が
適
切
に
使
わ
れ
て

い
る
か
関
心
を
も
つ
べ
き
で
あ
る

と
思
っ
た
。」「
税
金
の
適
正
か
つ

公
平
な
賦
課
及
び
徴
収
の
実
現
を

図
る
た
め
に
、
国
税
査
察
官
が
脱

税
者
の
不
正
を
暴
く
姿
が
印
象
に

残
っ
た
。」「
納

税
手
続
に
も
デ

ジ
タ
ル
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と

を
知
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
聞

か
れ
た
。

■
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル��

�

に
参
加
し
て

発
達
科
学
部
子
ど
も
発
達
学
科
４
年　

𫝆
城　

里
彩

　

私
は
、
１
年

生
の
時
か
ら
毎

年
、
ス
テ
ー
ジ

に
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
年
目
は
な
ん
と
な
く
参
加
を
決

め
ま
し
た
が
、
本
番
後
の
達
成
感

を
味
わ
い
、
そ
こ
か
ら
毎
年
の
演

奏
会
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

独
唱
で
日
独
伊
仏
と
毎
年
違
う
言

語
の
曲
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
言
葉
の
美
し
さ
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
と
な
っ
た
４
年
目
は
、
友

達
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
ク
リ
ス
マ

ス
メ
ド
レ
ー
を
演
奏
し
ま
し
た
。

夏
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
準
備
を
し
た

こ
と
も
、
舞
台
ド
レ
ス
を
着
て
友

達
と
写
真
を
撮
っ
た
こ
と
も
、
互

い
に
ヘ
ア
メ
イ
ク
を
し
合
っ
た
こ

と
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

　

一
緒
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
仲

間
と
支
え
て
く
れ
る
先
生
方
、

ホ
ー
ル
で
の
演

奏
の
機
会
な
ど
、

恵
ま
れ
た
環
境

の
中
で
好
き
な

音
楽
が
で
き
た

こ
と
は
、
特
別

な
体
験
で
あ
り
、

か
け
が
え
の
な

い
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。

発
達
科
学
部

■
大
学
生
活
を
振
り
返
っ
て

発
達
科
学
部
子
ど
も
発
達
学
科
４
年　

久
米　

夏
実

　

私
が
高
松
大

学
で
過
ご
し
た

４
年
間
は
、
と

て
も
濃
い
時
間
で
し
た
。

　

ま
ず
、
県
外
か
ら
来
て
何
も
分

か
ら
ず
に
い
た
私
に
声
を
か
け
て

く
れ
、
受
け
入
れ
て
く
れ
た
友
人

と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
香

川
県
の
こ
と
、
大
学
の
こ
と
な
ど

多
く
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
戦
友
と
な
り
、
共
に

夢
に
向
か
っ
て
走
り
続
け
た
結
果
、

夢
を
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
大
学
の
先
生
方
も
私

と
真
剣
に
向
き
合
っ
て
く
だ
さ
り
、

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
た
く
さ
ん
の
経
験
を

し
ま
す
。
私
は
、
大
学
４
年
間
の

経
験
に
よ
っ
て
社
会
人
へ
の
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

す
ば
ら
し
い
友
人
、
先
生
方
に
出

会
え
た
お
か
げ
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
こ
れ
か
ら
の
出
会

い
を
大
切
に
し
、
大
学
生
活
が
人

生
の
起
点
と
な
る
よ
う
な
４
年
間

に
し
て
く
だ
さ
い
。

経
営
学
部

■
就
職
活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

経
営
学
部
経
営
学
科
４
年　

幸　

聖
也

　

就
職
活
動
を

通
じ
て
、
多
く

の
貴
重
な
経
験

と
学
び
を
得
ま
し
た
。
ま
ず
、
自

分
自
身
の
強
み
や
弱
み
を
見
つ
め

直
す
き
っ
か
け
と
な
り
、
自
己
分

析
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

履
歴
書
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の

作
成
を
通
じ
て
、
自
己
Ｐ
Ｒ
や
志

望
動
機
を
明
確
に
す
る
ス
キ
ル
も

向
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
研

究
を
行
う
中
で
、
業
界
や
職
種
に

対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、
自
分
に

合
っ
た
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

面
接
で
は
、
緊
張
感
を
持
ち
な

が
ら
も
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
力

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多

く
の
人
と
出
会
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
る
こ
と
で
、
視
野
も
広

が
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
失
敗
や

挫
折
を
経
験
し
な
が
ら
も
、
諦
め

ず
に
挑
戦
す
る
大
切
さ
を
学
び
、

成
長
を
実
感
し
ま
し
た
。
就
職
活

動
は
大
変
で
し
た
が
、
自
分
自
身

を
深
く
知
る
貴
重
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　

就
職
活
動
は
自
分
を
知
り
、
成

長
さ
せ
て
く
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

良
い
就
活
活
動
に
し
て
く
だ
さ
い
。

高
松
大
学

探
訪
！
研
究
室
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緊
張
し
ま
し
た
が
、「
大
丈
夫
、

頑
張
ろ
う
！
」
と
仲
間
と
言
葉
を

掛
け
合
い
、
最
後
ま
で
力
を
出
し

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
生
生
活
で
得
る
こ
と
が
出
来

た
た
く
さ
ん
の
経
験
や
知
識
は
、

糧
と
な
っ
て
就
職
後
の
力
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ご
指
導

し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
心
か

ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
２
年
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
讃
岐
お
も
ち
ゃ
美
術
館
で�

�
�

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

保
育
学
科
１
年　

朝
山　

円
香

　

私
た
ち
美
術

研
究
室
の
１
年

生
は
、
昨
年
12

月
15
日
、
高
松

市
に
あ
る
讃
岐
お
も
ち
ゃ
美
術
館

で
「
手
袋
人
形
の
工
作
体
験
を
し

よ
う
！
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
未

就
学
児
と
保
護
者
を
対
象
に
、
カ

ラ
フ
ル
な
子
ど
も
用
手
袋
に
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
フ
ェ
ル
ト
パ
ー
ツ
を

飾
り
付
け
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や

ト
ナ
カ
イ
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
自
ら

ハ
サ
ミ
を
使
っ
て
、
積
極
的
に
自

分
の
作
り
た
い
形
に
切
っ
て
飾
り

付
け
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
袋
人
形

に
仕
上
げ
た
子
も
い
ま
し
た
。
保

護
者
の
方
々
に
も
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
き
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に

指
導
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
の
お

か
げ
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

２
年
生
に
な
る
と
、
本
格
的
に

就
職
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
就

職
活
動
で
は
礼
儀
や
言
葉
遣
い
な

ど
、
秘
書
科
で
学
ん
だ
こ
と
が
多

く
生
か
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
不

安
な
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
研

究
室
の
先
生
が
親
身
に
な
っ
て
相

談
に
乗
っ
て
く
だ
さ
り
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
自
信

を
持
っ
て
就
職
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

秘
書
科
で
の
２
年
間
は
多
く
の

出
会
い
が
あ
り
、
自
分
自
身
を
大

き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
と
感
じ

ま
す
。
社
会
人
に
な
っ
て
も
、
秘

書
科
で
の
思
い
出
を
忘
れ
ず
に
精

一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
グ
ロ
ー
バ
ル
研
修
に
参
加
し
て

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
１
年　

大
道　

彩
香

　

台
湾
で
の
グ

ロ
ー
バ
ル
研
修

は
非
常
に
濃
く

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
私

に
と
っ
て
初
め
て
の
海
外
で
あ
り
、

台
湾
の
文
化
や
食
は
日
本
と
異
な

る
部
分
が
多
く
新
鮮
で
し
た
。
中

国
語
や
英
語
を
使
う
場
面
が
多
く
、

授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、

自
分
の
語
学
力
を
試
す
機
会
に
恵

ま
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
份
、
龍
山
寺
、
台
北

１
０
１
、
中
正
紀
念
堂
な
ど
、
台

湾
を
代
表
す
る
観
光
地
を
訪
ね
、

台
湾
の
文
化
や
歴
史
を
肌
で
感
じ

ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ

れ
の
研
修
先
に
つ
い
て
調
べ
、
そ

れ
を
役
立
て
る
こ
と
で
、
よ
り
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
を
通
し
て
、
自
分
の

成
長
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
台

湾
と
い
う
国
の
魅
力
を
深
く
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
研
修
で
の
経
験
す
べ

て
が
、
私
に
と
っ
て
一
生
の
思
い

出
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
期
待
を
形
と
し
て

表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
出
来
上
が
っ
た

手
袋
人
形
を
大
切
そ
う
に
持
っ
て

帰
っ
て
く
れ
て
、
私
た
ち
は
大
変

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

手
袋
人
形
を
通
し
て
、
季
節
の

行
事
に
親
し
み
な
が
ら
造
形
活
動

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科

（
秘
書
科
）

■
短
大
生
活
を
振
り
返
っ
て

秘
書
科
２
年　

井
澤　

里
奈

　

秘
書
科
で
の

２
年
間
は
、
と

て
も
忙
し
い
日

々
で
し
た
が
、

充
実
し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

１
年
生
の
と
き
は
、
検
定
が
と

て
も
多
く
、
１
ヶ
月
に
複
数
の
検

定
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

辛
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
同
じ

目
標
を
持
っ
た
友
人
や
、
熱
心
に

保
育
学
科

■
保
育
学
科
で
の�

�
�

２
年
間
を
振
り
返
っ
て

保
育
学
科
２
年　

妻
鹿　

唯
花

　

保
育
学
科
で

の
２
年
間
は
、

あ
っ
と
い
う
間

で
し
た
。
と
て

も
忙
し
い
日
々
で
し
た
が
、
一
番

の
思
い
出
は
、
昨
年
12
月
に
参
加

し
た
第
65
回
中
・
四
国
保
育
学
生

研
究
大
会
で
す
。
保
育
現
場
に
お

け
る
防
災
教
育
を
テ
ー
マ
に
し
た

人
形
劇
を
発
表
し
ま
し
た
。
発
表

ま
で
に
、
子
ど
も
た
ち
に
分
か
り

や
す
い
言
葉
の
表
現
や
パ
ネ
ル
の

制
作
、
音
源
づ
く
り
等
を
仲
間
と

一
緒
に
試
行
錯
誤
し
て
取
り
組
み

ま
し
た
。
こ
ど
も
園
の
子
ど
も
た

ち
に
も
人
形
劇
を
観
て
も
ら
い
、

私
た
ち
が

気
付
か
な

か
っ
た
視

点
に
出
会

い
、
本
番

ま
で
に
改

善
し
て
大

会
に
臨
み

ま
し
た
。

本
番
前
は

高
松
短
期
大
学
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幼稚園に鬼が来た！！
　今年の節分は２月２日㈰。幼稚園では、３日に恒
例の赤鬼と青鬼がやって来ました！スモックのポ
ケットに豆を忍ばせ、「豆があるから大丈夫！」と気
合い入魂。園庭に「♪鬼は外…」の曲と同時に、鬼
が出現！「きゃー」という悲鳴と共に豆まきのスター
トです。勇敢に真正面から豆を投げる子、逃げなが
ら涙を浮かべながらも豆を投げる子、隅の方から
こっそり豆を投げる子、参加の仕方はそれぞれです。

豆を持っている間は強気！豆がなくなると大慌て…。
勇気を出した分きっと心の中の悪い鬼も退治できた
ことでしょう！
　豆まきが終わると「鬼に豆を投げれた！」と誇ら
しそうな子どもたち。話は尽きません。転んだ時に
助けてくれたり頭を撫でてくれたりして、鬼の優し
さも感じたようです。行事や経験を通して子どもた
ちの心は逞しく成長しています。笑いあり涙ありの
豆まきとなりました。

高
松
大
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

高
松
大
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

「
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

「
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル��

��
選
手
権
大
会
」
に
出
場

選
手
権
大
会
」
に
出
場

　

昨
年
12
月
、
大
阪
府
で
開
催
さ

れ
た
「
第
76
回
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
」
に
、
高
松
大
学

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
と
し
て
出
場
し
た
。

　

初
戦
の
相
手
は
、
ジ
ャ
パ
ン

オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
の
Ｆ
Ｏ
Ｇ
（
千
葉
県
）
で

あ
っ
た
。
立
ち
上
が
り
か
ら
、
持

ち
前
の
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
Ｄ
Ｆ
か

ら
の
速
攻
で
得
点
を
重
ね
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
徐
々
に
流
れ
を
手

放
し
、
前
半
を
14
対
20
で
折
り
返

し
た
。
後
半
、
津
波
古
や
秦
野
、

大
田
の
活
躍
に
よ
っ
て
得
点
を
重

ね
、
終
盤
５
点
差
ま
で
縮
め
る
も

の
の
、
相
手
の
連
続
速
攻
に
よ
り

失
点
を
重
ね
、
29
対
38
で
敗
戦
と

な
っ
た
。

　

本
大

会
に
は

新
チ
ー

ム
で
挑

ん
だ
こ

と
で
ミ

ス
も
多

く
、
チ

ー
ム
の

連
携
も

不
十
分

で
は
あ
っ
た
が
、
来
シ
ー
ズ
ン
に

つ
な
が
る
良
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で

き
た
。
全
国
の
舞
台
で
一
つ
で
も

多
く
勝
て
る
よ
う
、
日
々
努
力
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

「
チ
ア
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ

「
チ
ア
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ

ｉ
ｎ
高
松
大
学
・
高
松
短
期

ｉ
ｎ
高
松
大
学
・
高
松
短
期

大
学
」
を
開
催

大
学
」
を
開
催

　

昨
年
12

月
22
日
、

本
学
体
育

館
に
お
い

て
、
第
４

回
「
チ
ア

ダ
ン
ス
ス

テ
ー
ジ
ｉ

ｎ
高
松
大

学
・
高
松
短
期
大
学
」
を
開
催
し

た
。

　

高
大
連
携
の
一
環
と
し
て
、
本

学
主
催
、
香
川
県
高
等
学
校
文
化

連
盟
応
援
専
門
部
、
香
川
県
高
等

学
校
応
援
連
盟
共
催
で
実
施
す
る

も
の
で
、
関
係
す
る
高
等
学
校
応

援
部
の
チ

ア
リ
ー
ダ

ー
を
招
待

し
て
講
習

会
を
開
催

す
る
こ
と

で
、
技
術

の
向
上
や

地
域
貢
献

探
訪
！
研
究
室

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科（
秘
書
科
）　

井
上　

浩
巳

●
自
己
紹
介

　

本
学
に
来
て

18
年
目
を
迎
え

ま
す
。
専
門
は

言
語
学
（
外
国

語
教
育
）。
グ

ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ー
ス
を

担
当
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
海
外
旅

行
熱
が
再
燃
。
現
在
、
香
港
旅
行

を
計
画
中
。

●
研
究
室
の
特
徴

　

１
年
次
の
台
湾
へ
の
海
外
研
修

を
機
に
、
韓
国
や
香
港
へ
旅
行
に

行
っ
た
り
、
思
い
立
っ
た
ら
ま
ず

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
り
と
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
学
生
が
多
い
研
究
室
で

す
。
外
国
や
異
文
化
に
関
心
が
高

ま
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
研
究
室
の
学
生
へ
一
言

　

励
ま
し
て
い
る
つ
も
り
が
逆
に

元
気
を
も
ら
い
、
相
談
に
乗
っ
て

い
る
つ
も
り
が
、
い
つ
の
間
に
か

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
て
。

み
ん
な
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。」

●
二
十
歳
の
時
の
自
分

　

将
来
、
自
分
は
い
っ
た
い
何
が

し
た
い
の
か
、
そ
の
た
め
に
今
何

を
す
べ
き
な
の
か
、
真
剣
に
悩
ん

で
い
た
時
期
で
し
た
。
２
年
生
の

前
期
は
、
大
学
と
下
宿
先
を
往
復

す
る
だ
け
の
日
々
。
で
も
、
そ
の

悩
み
抜
い
た
時
間
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
進
む
べ
き
道
が
見
え
、
今

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　

今
年
度
は
、
高
松
北
高
等
学
校
、

高
松
南
高
等
学
校
、
高
松
西
高
等

学
校
、
香
川
中
央
高
等
学
校
、
丸

亀
高
等
学
校
、
小
豆
島
中
央
高
等

学
校
、
藤
井
学
園
寒
川
高
等
学
校

の
応
援
部
が
参
加
し
、
一
般
社
団

法
人
日
本
チ
ア
ダ
ン
ス
協
会
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導
の
も
と
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
発
表
会
を

行
っ
た
。
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編
集
後
記

☆�

学
園
グ
ッ
ズ
と
し
て
、「
キ
ャ

ン
バ
ス
フ
ラ
ッ
ト
ポ
ー
チ
」
を

作
製
し
て
い
ま
す
。
カ
ジ
ュ
ア

ル
な
キ
ャ
ン
バ
ス
生
地
の
ポ
ー

チ
で
、
ス
モ
ー
ク
ピ
ン
ク
、
ナ

イ
ト
ブ
ラ
ッ
ク
の
２
色
に
、
本

学
の
ロ
ゴ
と
「
た
ー
ち
ゃ
ん
」

が
入
っ
た
、
と
て
も
か
わ
い
い

デ
ザ
イ
ン
で
す
。
完
成
を
お
楽

し
み
に
。�

（
Ｎ
）

　秘書検定は、秘書に求められる知識・
技能について問われる。中でも、上級
秘書としての能力が求められ、様々な
場面での的確な判断力や対応力が問わ
れる準１級に合格した。
　増田さんは、「秘書検定では一般常識
や敬語の使い方、電話応対やビジネス
文書の作成など、社会人に欠かせない
能力を多く身に付けることができた。
このことは日々の生活、特にアルバイ
トにおいて実感することが多く、それ
が自身の向上心にも繋がっている。合
格に向け多くの温かなご指導をくだ
さった先生方に、心から感謝の気持ち
を伝えたい。」と語ってくれた。

秘書検定準１級に合格
キラリキラリ★輝く人輝く人

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム

発
達
科
学
部
子
ど
も
発
達
学
科
２
年　

藤
枝　

哲
平

■
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
活
動
内
容

　

私
た
ち
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
フ
ァ
ー

ム
は
、
週
に
３
回
、
２
号
館
前
の

芝
生
広
場
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

学
期
ご
と
に
部
員
の
時
間
割
を
確

認
し
、
空
き
コ
マ
を
活
動
日
に
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
高
松
だ
け
で
な
く
丸

亀
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き
、

計
９
回
程
の
体
験
会
と
シ
ョ
ー
を

行
い
ま
し
た
。

■
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
特
徴

　

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
の
体
験
会
や

シ
ョ
ー
で
は
、
参
加
者
に
ジ
ャ
グ

リ
ン
グ
を
教
え
、
成
功
で
き
た
喜

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
紹
介

び
を
間
近
で
見
て
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
主
な
活
動
人
数
は
６
人
程

と
少
人
数
で
す
が
、
学
年
を
越
え

て
、
仲
良
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

部
員
全
員
が
大
学
生
に
な
っ
て
か

ら
始
め
て
い
る
の
で
、
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
が
同
じ
な
こ
と
も
あ
り
、

お
互
い
の
技
を
見
せ
合
っ
て
ア
ド

バ
イ
ス
し
合
う
な
ど
協
力
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

せ
と
う
ち
観
光
専
門
職
短
期

せ
と
う
ち
観
光
専
門
職
短
期

大
学
と
単
位
互
換
に
関
す
る

大
学
と
単
位
互
換
に
関
す
る

協
定
を
締
結

協
定
を
締
結

　

昨
年
８
月
29
日
、
せ
と
う
ち
観

光
専
門
職
短
期
大
学
と
本
学
と
の

単
位
互
換
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
、
令
和
６
年
度
後
期
か
ら
受
け

入
れ
及
び
派
遣
を
開
始
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
両
大
学
に
お
い

て
相
互
の
交
流
と
協
力
を
促
進
し
、

教
育
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
教
育
内
容
の
豊
富
化
や
多
様

な
学
修
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
学
生

の
選
択
の
幅
を
確
保
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。

　

学
生
の
関
心
や
興
味
に
応
じ
、

両
大
学
の
特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
中
か
ら
提
供
さ
れ
た
、
所
属

す
る
大
学
に
は
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な

授
業
科
目
を
履
修
し
合
い
、
相
互

の
交
流
が
ま
す
ま
す
深
ま
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。

「
高
松
市
ま
ち
づ
く
り

「
高
松
市
ま
ち
づ
く
り

��

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

��

を
開
催

を
開
催

　

昨
年
10
月
７
日
は
発
達
科
学
部

と
保
育
学
科
の
学
生
、
11
月
６
日

は
経
営
学
部
と
秘
書
科
の
学
生
が

参
加
し
、
本
学
多
目
的
ホ
ー
ル
で

「
高
松
市
ま
ち
づ
く
り
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
若
者
世

代
に
対
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
を
創
出
す
る
と
と

も
に
、
第
７
次
高
松
市
総
合
計
画

に
掲
げ
る
め
ざ
す
べ
き
都
市
像

「
人
が
つ
ど
い 

未
来
に
躍
動
す
る 

世
界
都
市
・
高
松
」
の
実
現
に
向

け
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

人
口
減
少
、
少
子
・
超
高
齢
社

会
の
進
行
な
ど
の
高
松
市
の
現
状

と
課
題
や
創
造
都
市
の
推
進
、
シ

ー
フ
ロ
ン
ト
の
開
発
、
子
育
て
施

策
な
ど
の
地
方
創
生
に
向
け
た
基

本
と
な
る
考
え
方
や
今
後
の
ビ
ジ

ョ
ン
に
つ
い
て
、
大
西
市
長
か
ら

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
学
生
た

ち
と
意
見
交
換
、
質
疑
応
答
を
行

っ
た
。

　

意
見
や
質
問
な
ど
を
発
言
し
た

学
生
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
参
加
し

た
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
、
高
松

の
魅
力
を
再
認
識
し
、
市
政
の
課

題
と
向
き
合
い
、
地
域
の
発
展
を

願
っ
て
地
域
創
生
に
取
り
組
む
良

い
機
会
と
な
っ
た
。

秘書科２年

増田　夕華子さん


